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Ⅰ 第 7 次鹿沼市総合計画の概要               

 

１ 策定の目的                            

  ・総合計画は、まちづくりの指針であり、将来の鹿沼市の「あるべき姿」と、それを実現するた 

めの具体的取組を示すものであり、ひとつひとつの目標を可能な限り数値で示し、市民と将来 

の目標を共有し、協働により実現していくためのものです。 

 

  ・総合計画は、人口減少社会の中、次の世代にこの鹿沼をつないでいくために、市民ひとりひと 

りが「愛着と誇り」を持ち、「他人事(ひとごと)」ではなく「自分事(じぶんごと)」としてまち 

づくりに参画することを目的とします。 

 

２ まちづくりの方向性                        

（１）人を育む 

◆結婚･出産･子育て支援、教育の充実、生涯活躍の推進 

・若者の結婚、出産の希望を叶え、子育ての環境を整備します。 

・地域資源を最大限に活用し、全ての子どもたちの生きる力を育みます。 

・文化･スポーツ活動等を通し、生涯幸せを享受しながら活躍する環境づくりを進めます。 

 

（２）人が活きる 

◆市民交流の促進、産業の振興、農業の振興、林業の振興、地域福祉の推進 

・人間らしい優しさ、思いやりなどの温かい心＝人情味を活かし、人々が活発に交流し、協働 

する体制を充実させます。 

・農林業や商工業などの産業基盤を更に整備し、夢に向かって、人生をかけて頑張る人を応援 

します。 

・地域のつながりを大切にし、共に支え合いながら暮らせる社会を構築します。 

 

（３）まちを創る 

◆環境配慮型社会の形成、居住基盤の確立、水循環の保全、交通ネットワークの形成、 

鹿沼営業戦略、効果的な行財政経営、危機管理体制の充実 

・住み続けたい、帰ってきたい、住んでみたいと思える暮らしをデザインしていきます。 

・全国の人が、世界の人が認める“鹿沼”となるよう、市民一人ひとりがふるさとに愛着と 

誇りを持ち、本市の魅力･実力を認識･発信する取組を推進します。 

   ・市民のいのちを守り、安全で安心なまちを形成します。 

    ・今ある都市基盤を活用しながら、多核ネットワーク型のコンパクトなまちづくりを推進します。 
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３ 将来都市像                            

 ・まちづくりの方向性を踏まえ、総合的かつ計画的な市政運営を行うための指針として、将来の都 

  市像を示します。 

 

 

 

 

 

 ・本市の、首都圏等に近い地理的優位性や、横根山をはじめとした前日光県立自然公園等を守り、 

「いつまでも住んでいたい」「住みたくなるまち」として、持続的な発展を続け、市民の笑顔が 

あふれ、次の世代に誇りを持って引き継いでいくという意味を込めています。 

 

４ まちのキャッチフレーズ                      

・鹿沼の統一したイメージを前面に出しながら、様々な魅力を全国･世界に発信し、知名度･認知度 

 の向上を図るとともに、職員･市民の意識変革を進め、“注目され、選ばれる自治体”へと進化し 

 ていくための、まちのキャッチフレーズを「いちごいちえ」と定め、ブランド力を向上させてい 

きます。 

 

 

 

 

 

 ・“いちご”を「市の果実」として定め、『いちご市』を宣言し、市のシンボルイメージを“いちご” 

としました。 

 

 ・「いちごいちえ」は、本市の営業戦略の指針である「鹿沼シティプロモーションガイドライン」 

において、本市のイメージを確立し、知名度の向上を目指すためのメインイメージとして定めま 

した。 

 

・本市の豊かな自然環境、有利な地理的条件、レベルの高い産業の象徴が“いちご”であり、そし 

て、この“いちご”のまちで、住む人や伝統、物産、食、自然などとの「一生に一度しか起こら 

ないような素敵な出会いやふれあいが日々生まれる」。そんな感動体験をイメージしたフレーズ 

です。 

 

 

 

「花と緑と清流のまち」 

「笑顔あふれる人情味のあるまち」 
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５ 人口の展望                            

 ・人口動向や国立社会保障･人口問題研究所等の将来人口推計及び市民アンケートの結果を踏まえ、 

将来の人口構造･世代間の割合についての目標を示し、これを達成するための施策の方向を定め 

ます。 

 目 標  

・合計特殊出生率      1.36 ⇒    1.60 

・社会増減(転入･転出の差) -758 ⇒        ０ 

・平成 42(2030)年の総人口    ⇒ 89,085 人 

施策の方向 

・定住促進、結婚･出産･子育てによる少子化対策、雇用の確保など様々な施策を、総合的かつ、つ 

 ながりのある事業として展開します。 

 ・今後も人口減少傾向が続くと予想されますが、出生率の回復と社会増減の均衡を図っていきます。 

 

総人口（世帯別年齢構成）･世帯数の推移と見通し 

  
平成 12 年 

(2000) 

平成 17 年 

(2005) 

平成 22 年 

(2010) 

平成 27 年 

(2015) 

平成 32 年 

(2020) 

平成 33 年 

(2021) 

 

平成 42 年 

(2030) 

総人口（人） 104,764 104,148 102,348 99,336 95,971 95,270 89,085 

  

年少人口(人) 16,607 15,024 12,010 12,288 11,087 10,886 9,664 

（14 歳以下：％） (15.9) (14.4) (12.0) (12.4) (11.6) (11.4) 

 

(10.9) 

生産年齢人口(人) 68,338 67,206 60,360 60,054 55,656 54,982 49,464 

（15 歳～64 歳：％） (65.2) (64.6) (60.3) (60.5) (58.0) (57.7) 

  

(55.5) 

老年人口(人) 19,745 21,890 27,730 26,994 29,228 29,402 29,957 

（65 歳以上：％） (18.8) (21.0) (27.7) (27.1) (30.4) (30.9) 

  

(33.6) 

世帯数 32,291 33,837 34,999 38,317 37,861 37,707 35,841 

一世帯当人数(人) 3.24 3.08 2.92 2.59 2.53 2.52 2.49 

社会増減(5 か年累計)(人) 624 -506 -964 -758 -495 -449 0 

合計特殊出生率 1.44 1.32 1.35 1.36 1.43 1.45 1.6 
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④ 産業･流通ゾーン 

   東部高台地区の良好な居住環境を保全しながら、東北･北関東自動車道や隣接地域との良好な 

アクセス性を生かした新たな産業集積を目指す、機能的で活力のある産業･流通の拠点。 

◆土地利用及び主な推進事業･地域課題 

・武子川沿いのほ場整備（県営） 

・工業専用地域の道路整備、緑地率緩和等による工業系土地利用への誘導 

・新産業団地の整備による産業の振興と雇用の創出 

・柔軟な土地利用に向けての方針の検討 

・流通団地東通りとさつきロードとの接続による流通機能の向上 

・矢板、大谷、都賀西方スマートインターチェンジの整備を視野に入れた地域振興策の検討 

 

 

 

地域特性でのゾーイング 
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Ⅱ ２０１９年度新規事業                  

 

１ ２０１９年度新規事業一覧                     

  ・２０１９年度から新たに実施する事業、または既存事業の拡充・強化により実施する事業です。 

 

 

 

 ・計画書の見方 

 

 

 

 

基本目標 ○　“ ●●●●　”（１）△△△△△

　  　

主要施策名 基本目標名 

例）１－（１）―１ 
総合計画の施策体系 

 

基本目標の番号 

主要施策の番号 

単位施策の番号 

 

単年度計画初掲載事業は、事業名の右横に「New!」を表示 

既存事業の拡充・強化については、事業内容の右側に「New!」を表示 
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Ⅲ 単年度計画掲載事業                    

１ 主要事業一覧                           

・3 つの基本目標毎に推進施策を効率的に実現するため、単年度ごとに予算と連動した主要事業一 

覧を示し、各事業の具体的進め方等を明らかにします。 

 

基本目標１　人を育む
通番 施策No 事業名 所管課室 ㌻ 通番 施策No 事業名 所管課室 ㌻

1 1 結婚対策の推進 子育て支援課 14 15 2 教員の指導力向上事業 学校教育課 19

2 1 こうのとり事業（不妊治療支援） 健康課 14 16 2 英語教育の拡充･強化 学校教育課 19

3 1 “いちごっこかぬま”の設置(子育て世代包括支援センター) 健康課 14 17 2 子どもの読書活動の推進 図書館 19

4 1 子育てを応援する企業への支援 産業振興課 15 18 2 国際理解教育の推進 学校教育課 20

5 1 こども医療費の助成 子育て支援課 15 19 2 特色ある学校づくり 学校教育課 20

6 1 子育て相談の充実 保育課 15 20 2 放課後児童健全育成事業 子育て支援課 20

7 1 子どもの遊び場整備事業 子育て支援課 16 21 2 地域で育む子ども居場所事業 生涯学習課 21

8 1 鹿沼市発達支援システムの構築 こども総合サポートセンター 16 22 2 小中学校の整備 教育総務課 21

9 1 こどもみらい基金の活用 こども総合サポートセンター 16 23 2 小中学校の長寿命化整備 教育総務課 21

10 1 保育サービスの充実 保育課 17 24 2 小中学校の耐震化 教育総務課 22

11 1 保育園等の整備 保育課 17 25 3 若者の集いの場の整備（青少年の活動拠点の充実） 生涯学習課 23

12 1 障がい児保育の支援
保育課

こども総合サポートセンター
17 26 3 ユネスコ無形文化遺産の継承 文化課 23

13 1 児童虐待防止対策 こども総合サポートセンター 18 27 3 スポーツ施設の総合管理 スポーツ振興課 23

14 1 ひとり親家庭福祉･雇用対策 こども総合サポートセンター 18

基本目標２　人が活きる
通番 施策No 事業名 所管課室 ㌻ 通番 施策No 事業名 所管課室 ㌻

28 4 地域総合型予算事業“地域の夢実現事業” 地域活動支援課 24 44 6 新規就農者の確保･育成 農政課 30

29 4 協働のまちづくり推進事業　New! 地域活動支援課 24 45 6 海外への輸出強化 産業振興課・農政課 30

30 4 安全安心なまちづくり推進事業 地域活動支援課 24 46 6 農作物の生産振興 農政課 30

31 4 地区コミュニティセンターの整備 地域活動支援課 25 47 6 新規作物･新品種等の導入支援 農政課 31

32 4 人権啓発事業の推進 人権推進課 25 48 6 耕作放棄地対策の推進 農政課 31

33 4 男女共同参画の推進 人権推進課 25 49 6 循環型社会と環境保全型農業の確立 農政課（堆肥化センター） 31

34 5 新産業団地の整備 産業誘致推進室 26 50 7 鹿沼産材の利用促進 林政課 32

35 5 企業誘致の推進 産業誘致推進室 26 51 7 野生鳥獣被害の防止 林政課 32

36 5 緑地率緩和による企業誘致、定着化 産業誘致推進室 26 52 7 新たな森林経営管理制度による荒廃森林の整備　New! 林政課 32

37 5 市内企業への就業支援 産業振興課 27 53 8 地域包括ケアシステムの推進 高齢福祉課 33

38 5 ものづくり新技術開発支援 産業振興課 27 54 8 介護予防･日常生活支援総合事業の推進 高齢福祉課 33

39 5 ビジネスチャンスの創出 産業振興課 27 55 8 地域密着型サービスの計画的な整備 介護保険課 33

40 5 鹿沼そばの振興 産業振興課 28 56 8 介護保険施設の計画的な整備 介護保険課 34

41 5 花木センターのパワーアップ 農政課 28 57 8 障がい者の自立支援サービス 障がい福祉課 34

42 5 農林商工連携と6次産業化の推進 産業振興課・農政課 28 58 8 障がい者の地域生活支援 障がい福祉課 34

43 5 かぬまブランドのアピール 観光交流課 29 59 8 生活困窮者自立支援事業 厚生課 35

基本目標３　まちを創る
通番 施策No 事業名 所管課室 ㌻ 通番 施策No 事業名 所管課室 ㌻

60 9 一般廃棄物処理施設長寿命化 廃棄物対策課 36 74 13 移住･定住情報の発信 鹿沼営業戦略課 41

61 10 鹿沼市都市計画マスタープランの改定 都市計画課 37 75 13 鹿沼版地域おこし協力隊 鹿沼営業戦略課 41

62 10 新鹿沼駅西土地区画整理事業 土木課 37 76 13 戦略的観光のＰＲ 観光交流課 42

63 10 雨水対策の推進 下水道施設課 37 77 13 観光イベントの推進 観光交流課 42

64 11 水道管路の健全化 水道施設課 38 78 13 観光地域づくりの推進 観光交流課 42

65 11 下水道事業の経営健全化推進 下水道課 38 79 13 前日光県立自然公園内施設の管理運営と充実 観光交流課 43

66 11 下水道処理施設整備事業 下水道施設課 38 80 13 観光施設等の管理運営と充実 観光交流課 43

67 12 ＪＲ鹿沼駅東側の整備 土木課 39 81 13 水源地域活性化拠点施設等の整備 水資源対策課 43

68 12 歩道の整備 土木課 39 82 14 地方創生の推進 企画課 44

69 12 市道冠水危険箇所の改善 維持課 39 83 14 公共施設総合管理の推進 公共施設活用課 44

70 12 橋梁長寿命化対策 維持課 40 84 14 市庁舎の整備 庁舎整備推進室 44

71 12 工専地域の道路整備 土木課 40 85 15 地域防災力向上事業 危機管理課 45

72 12 生活交通の確保・利用促進 生活課 40 86 15 防災情報伝達設備の整備 危機管理課 45

73 13 鹿沼営業戦略の推進 鹿沼営業戦略課 41 87 15 消防団の充実と強化 地域消防課 45
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